










クの活用 ② 謝金についての環境整備 ③ 指導内容の明確化 ④ 顧問教員と外部講師の立













































1週間あたりの練習日数（平均） 5.6日 5.7日 6.5日
土日の両方に練習がある  0校  4校 4校
土曜もしくは日曜に練習がある 13校 14校 4校
1日あたりの練習時間（平均） 4.1時間 4.7時間 6時間
Table 2　指導に関する問題＊複数回答可
質問項目 小学校 16校 中学校 18校 高等学校 9校
指揮の仕方が分からない 1校 2校 0校
指導者の時間がない 7校 9校 2校
授業と指導のバランスがうまくとれない 3校 2校 0校
練習時間が確保できない 9校 5校 3校
誰に相談すれば良いか分からない 1校 1校 0校
どのように指導したら良いか分からない 1校 3校 0校














































































































































































































































































































































































































 （楽譜、音源用意、指導内容）  
・演奏面の最終決定は顧問教員
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